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モデル舌に適する物性
ー舌でつぶせる食品を評価するためのソフトマシンー

神山 かおる
食品研究部門 食品健康機能研究領域
食品物理機能ユニット

成果の特徴
• かたさを変えられるモデル舌をもつソフトマシンで軟らかい食品を圧縮します。
• 食品を押しつぶそうとする時の、人間の舌のかたさに合うモデル舌を用いれば、

舌でつぶせる食品のみが壊れます。
成果の内容

成果の活用
「舌でつぶせる」かたさの介護食品の客観評価に利用できます。
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• 多数の材料を試し、モデル舌として適する力学特性の範囲を明らかにしました。

ガラス板から
C0に向かって
モデル舌はや
わらかくなり、
食品ゲルが破
壊される変位
が大きくなる

試験例
モデル舌上で
硬さの異なる
食品ゲル(A)(B)
の圧縮
モデル舌と食品ゲ
ルの初期厚さは
10 mm
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